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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月12日(2016.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湿気硬化型組成物であって、
　ａ）少なくとも１つのシラン官能性ポリマーＰ、
　ｂ）シラン官能性ポリマーを架橋する少なくとも１つの触媒及び
　ｃ）少なくとも６５％（ｗ／ｗ）の少なくとも１つのフィラー
を含み、完全に硬化した状態でＤＩＮ　５３５０５に準拠して求められるショアＡ硬度が
６０以上であり、硬化前に本明細書に記載の方法によって求められる押出圧力が１０００
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Ｎ以下であり、
　シラン官能性ポリマーを架橋する前記触媒がオルガノチタネート若しくはアミジン、又
はこれらの２つの組合せであり、かつ
　硬化の際にメタノールを分離する構成成分を含有しない、
　湿気硬化型組成物。
【請求項２】
　前記シラン官能性ポリマーＰが、
　イソシアネート基に対して反応性の少なくとも１つの基を有するシランと、イソシアネ
ート基を含有するポリウレタンポリマーとを反応させることによって得ることができるシ
ラン官能性ポリウレタンポリマーＰ１、
　イソシアナトシランＩＳと、イソシアネートに対して反応性の官能性末端基を含有する
ポリマーとを反応させることによって得ることができるシラン官能性ポリウレタンポリマ
ーＰ２、又は、
　末端二重結合を有するポリマーのヒドロシリル化反応によって得ることができるシラン
官能性ポリウレタンポリマーＰ３、
から選択されることを特徴とする、請求項１に記載の湿気硬化型組成物。
【請求項３】
　前記シラン官能性ポリマーを架橋する有機スズ化合物を含有しないことを特徴とする、
請求項１又は２に記載の湿気硬化型組成物。
【請求項４】
　フタレート含有可塑剤を含有しないことを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に
記載の湿気硬化型組成物。
【請求項５】
　脂肪酸アルキルエステルを可塑剤として含有することを特徴とする、請求項１～４のい
ずれか一項に記載の湿気硬化型組成物。
【請求項６】
　湿潤剤及び／又は分散剤を更に含有することを特徴とする、請求項１～５のいずれか一
項に記載の湿気硬化型組成物。
【請求項７】
　硬化後の密度が１．７５ｋｇ／ｌ以上であることを特徴とする、請求項１～６のいずれ
か一項に記載の湿気硬化型組成物。
【請求項８】
　最大１５％（ｗ／ｗ）のシラン官能性ポリマーＰ、
　フィラーとして７０％（ｗ／ｗ）～８０％（ｗ／ｗ）の炭酸カルシウム、
　５％（ｗ／ｗ）～２０％（ｗ／ｗ）の少なくとも１つの可塑剤及び
　前記シラン官能性ポリマーを架橋する少なくとも１つの触媒
を含み、完全に硬化した状態でＤＩＮ　５３５０５に準拠して求められるショアＡ硬度が
６０以上であり、硬化前に本明細書に記載の方法によって求められる押出圧力が１０００
Ｎ以下である、請求項１に記載の湿気硬化型組成物。
【請求項９】
　接着剤、シーリング材又はコーティングとしての請求項１～８のいずれか一項に記載の
湿気硬化型組成物の使用。
【請求項１０】
　パーケット接着剤としての、請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物の水による硬化後に得ることができる硬化
組成物。
【請求項１２】
　ＤＩＮ　５３５０５に準拠して求められるショアＡ硬度が６０以上であることを特徴と
する、請求項１１に記載の硬化組成物。
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【請求項１３】
　ＤＩＮ　５３４７９に準拠して測定される密度が１．７５ｋｇ／ｌ以上であることを特
徴とする、請求項１１又は１２に記載の硬化組成物。
【請求項１４】
　前記シラン官能性ポリマーＰが、シラン官能性ポリウレタンポリマーＰ１である、請求
項８に記載の湿気硬化型組成物。
【請求項１５】
　前記可塑剤の少なくとも一種が、脂肪酸アルキルエステルである、請求項８又は１４に
記載の湿気硬化型組成物。
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